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4　ま　　　と　　　め

発病時期が早い抹ほど生育抑制が腰著で，塵全株に

比較して稗長が短く，分枝数も少ない傾向であった。

また，着英数，着粒数が著しく少なく，従って子実重

も塵全株の5～20珍程度で，この傾向は発病時期が早

いほど顕著であった。また，填化病の発生推移をみる

と，7月中旬までの発病は全体の10～20痴程度であり，

その後2次的に周辺の株に蔓延するものと考えられる。

従って本病防除上初期の感染を抑えることが壷要事項

と考えられる。

本病はジャガイモヒゲナガ7プラムシで媒介される

－59－

ため，アプラムシ寄生密度を低下させるペく，浸透性

殺虫剤の効果について検討した。その結果，は纏い射こ

ダイシス　ソ純利8時／／a施用で防除効果が明らかに

みられ，処理後40～50Li経過した時点においてもアプ

ラムシの寄生はほとんどみられなかった。また，6月

下旬と7月中旬の2回散布で土墳施用区と同程度まで

発病を抑えることができた。

本病に対する抵抗性品種はいくつか見出されている

が，それらの品櫨も免疫的でないことから，多発地帯

では必ずしも楽威できない。従ってた＝占い抵抗性をもつ

晶也の育成が望まれる。

畑作物の鳥等防止に関する研究

第1報　タイズに対するキジバトの加害状況と
その忌避法の検討

松田石雇．柳田雅芳ポ

1　ま　え　が　き

農耕の開始とともに農民は農作物を鳥害から守るた

めの方法について苦慮してきたと思われるが，今日に

おいてもその防止対策が不充分で，技術が確立されて

いないのが現状である。

青森県におけるダイズ栽培面積は，昭和50年権4．84D

haで全国的にみても北海道，岩手県に次いで三番目の

主産県である。しかし鳥害その他の原因で農家の栽培

意欲は低下傾向で栽培面積も減少傾向をたどっている。

それでダイズ作の生産を不安定にしているハト害につ

いて，その実態や，ハトの生息状況，その食性などを

調査し忌避法について検討してきた。ここに一定の成

果が得られたので報告する。

2　調査方法と結果

（1）青森県におけるハト碧の実態

青森県におけるダイズ畑でハト害を，昭二由48年と51

年に調査した（第1表）。被害調査は，払！内でもダイ

ズ作付の多い県下14市町村の51地点の抽出読売で行っ

た。調査は8月から7月にかけて実施し，栽培烏家か

らの聞きとりと，食害による欠抹面扇の戒嘉によりに

；‡；率を■し川与し，その地域の鳥害被：」油机を・推定した。
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第1表に青森蝿南部地方でのキジバトによるダイズ

畑の被害面椴を示した。

昭和48年当時，南部地域に5，145haのダイズが栽培さ

れており作付面積の21肇がキジパトを主とする鳥害を

受け，披害の総面損は1，089haであった。昭和51年の

調査は，48年の地域について再度調査した。栽培面積

は，48年比80％の4．105llaと減少していたが，扱害率

は増加し被害面巌は909haであった。

（2）ダイズ畑に対するキジバトの飛来状況

第1釦は当場において各種成案と試験を実施したダ

イズ畑の班況図である。

至

第1図鳥害．式賦■ノご施l鳳川場，数字は岨場宿り

相場別面枯（叶①100，し勃150，（針札④200，⑤70，

⑥70，⑦札略）200，⑨70，碑70，肺110，⑲50，
個10ロ

ダイズ畑に対するキジパトの飛来の状況を調査した

結果は第2表のとおりであって，飛来して発芽時のダ

イズを摂食する時間は，早朝と夕刻に集中する傾向が

明らかであった。夕刻では午後4帖ころから飛来が始

まり，午後d時をすぎると九ti巣する。また樋＝ま，日の

出以れ午前5時50分ころから飛来が始まり8時50分

には帰巣してしまうという甘態が融察された。

さらにキジパトの飛来の姿を戚㍍した。娘初に飛来

するキジパトは．かなり注意疾くダイズ畑に着地する。

すなわち，飛来してもすぐには畑におりず，隣接の林

の桐にとまり，安全を確認してから川心潔く畑のすみ

第2表　時間別飛来ハト数の調査（昭．49年）
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から入り．だんだん畑の内側に入る。この状態になる

のを待っていたように，第2時，第5陣のハトは，ま

っすぐ畑に着陸し，すぐ猛然と摂食を始める。摂食は

着地して最初の20分から50分の間に急速に行い，その

後はゆっくりとする傾向がある。キジパトは通常2羽

の如となって行動している。

（3）食害は発芽のどの段階で起るか

播種直後から被害の発生状況を追ってみたところ，

食害は発芽期から発芽揃の判に集中して起ることが確

認された。桃子が発根し，もやし状となり，恕皮を地

中に残し，フック状となって子葉が地表に現われる崎

から，キジパトは摂食する。第2lllに示したとおり，

描趣後7日巨から被害が始まり，発芽揃でおおむね被

曲は止る。この時封鋸こなると葉緑素ができて漬食しな

くなる。摂食は，子葉のみ摂食する場合と子葉生長点

とも摂食する場合とがある。子葉生長点とも摂食され
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ると枯死する。また子葉のみの場合も生育は極めて不

良で，草丈，分枝数とも劣り，子実垂で健全株の25多

から40痴程度となる。

（4）各種忌避材の検討

キジパトは極めて響戒心の庇い鳥で，主に早朝と日

没前にダイズ畑に飛来し，短時間に発芽期にあたるダ

イズを摂食する。このキジパトを忌避する方法につい

て48年から50年まで比較検討した。実施した各種の忌

避法とその劫巣すなわち被害率を第5，4，5表に示

第5表　鳥害忌避試験．その方法と結果（Ⅰ）
（昭，48年　青畑園試園芸部）

一81－

した0靖5表に48年の方法と結果を示したが忌避材の

効果は明らかでなく，鳥追いテープと工業用ミシン糸

の処理は，標準無処理に比しわずかであるが忌避の効

果があった。かかしの効果が顕著に認められ，一層の

反復検討が必衰であった。

49年は，アンレスによる忌避効果はみられなかった。

注目されるのは写真用フラッシャーの効果が高いこと

であった。点滅燈も有効のようだったが，光量が少な

いのでテストは中止した。模型猛きんもある程度有効

試　験　材　料 試　　　　　験 方　　　　　　法

パ　ラト　リ　ー

（A）

パ　ラ　ト　リ　ー

（B）

常盤みの　りや

鳥追いテープ

工業用ミシン糸

か　　　か　　　し

防　　鳥　　網

標　準　無　処理

約50C罪平方の布に2mどのパラトリーを含ませ1mの高さにa当た
り　5本設置

桃色のポリに5mgをいれ，20C郡の高さにa当たり4本設置

発芽直前にa当たり500才を畦上に散布

表裏が赤と銀色のテープ（キラテープ）を縦横に般る。a当たり
およそ20m。地上50C盈

白色糸を地上50C雑に縦横に張る。a当たり407花。

等身大よりやや大きく作り，10a当たり5体設置。

高さ1．5mにほぼ完全に張る

無　　処　　理

注．1）1区約5a l区制

2）播種粒数500粒5カ所計1，500粒中の被害粒率（以下同じ）
3）パラトリー　山本鰻薬製　鳥類忌避発臭剤
4）常磐みのり　鳥煩忌避剤（粉剤）

第4表　鳥害忌避試験，その方法と結果（Ⅱ）
（昭．49年　青畑園試園芸部）
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を508当たり5個4秒間隔に南向きに放光

道路工事を知らせる点滅燈

キラテープ。前年同様
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第5表　鳥書忌避試験，その方法と結果（叩
く昭．50年　青畑園試園芸部）

試　　　 験　　　 方　　　 法

i 試 験

場 所

子 菓 被 害 株 率 （∵ 1

発 芽

走 り
発 芽 期

発 芽 後

5 日

発 芽 後

8 日

徳 子 を コ ー ル タ ー ル で ま ぶ し播 種 す る 。 5 2 5 ．2 4 0．2 5 1．5 9 2 ．5

種 子 を 燈 油 に 2 0 分 間 浸 し播 櫨 す る 。 5 2 0．2 5 8 ，2 4 鼠 8 8 8 ．7

テ ン ト ウ ム シ ダ マ シ （オ オ 二 十 八 星 テ ン ト ウ ） 5 0 0 5

1

2 5．2

15 ．7

4 4 ．2

1 8 ．8

7 8 ．2

5 1．5

9 8 ．0

5．2

匹 を す り つ ぶ し ， こ れ に 種 子 を 1 0 分 周 浸 し ， 播 撞

す る 。

タ カ の 模 型 。 前 年 l司 様

前　 年　 同　 様 5 18 ．2 2 Z d

宣 伝 用 写 真 フ ラ ッ シ ャ ー を 1 0 a 当 た り 2 1軌　 5 ～ 5 1 8 ．5 2 2 ．1

0

2 6 ．7
1 0 秒 間 隔 に 上 空 に 向 け て 放 光 。

等 身 大 よ り や や 大 き く 作 る 。 1 0 a 当 た り 2 体 設 置 1 0 2 ・d l

動 力 で 腕 を 上 下 に 振 る 。 等 身 大 。 5 0 乱 に 1 体 設 億 1 0 D 1．8 1．8

●無　　 地　　 理 5 2 5 ・9　 － 4 8 ・2 1 7 2 ．6 9 8 ．1

試　験　材　料

コールタール

燈　　　　油

テント　ウムシ
ダマシ

模型猛きん

立　　　　礼

写真用フラッ
シャー

普通かか　し

電動かか　し

標準無処理

であった。この場合模型が風で動く時は有効であるが

静止するとキジバトは驚かなかった。

かかしは前年同様有効であったが，播種直後から立

てたため慣れがあって被害があった。昭和50年には前

年の諸試験に基づきより一雨その効果を高める方法を

検討した。

写真用フラッシャーは前年効果が大きかったが岨場

環境，放光角度により効巣が左右されるようであった。

かかしの効果を高めるため如くかかしを作り，より

一層人間に似せるようにした。その効果は極めて高か

った。

コールタールのコーティ　ングや燈油浸漬，テソトウ

ムシダマシは効果はなかった。

5　ま　　　と　　　め

キジバトを忌避する方法を明らかにするため，その

生態，加害の実態を明らかにしながら，各種忌避法を

比較検討したのであるが，その結果をまとめてみると，

①化学的方法；化学薬占占をまぶす方法は，供試した材

料の範囲では，有効なものはなかった。

②物理的方法；光での忌避は今後とも検討を要する。

③生物的方法；キジパトに対し天敵模型の利用は，方法

によっては効果が大きくこれからの検討が必要である。

皆戒心の威い，小心なキジパトは人潤を何より恐れ

る。かかしは自然非で舷も恐れられている人周のダミ

ーであるという点で検めて有効であった。

ラッカセイのマルチ栽培に幽する研究

第4報　クチマサリの開花特性について

佐藤忠士・神山芳夏．大野康雄．高橋仲夏

1　ま　え　が　き

ラッカセイのマルチ栽培について，第1報で大粒槌

の導入，第2報で摘花と定班の園軋　第　線では栽植

密度について雑貨したが，本報ではタチマサリの生育

相解析調査から摘花特性．とくに開花順序と結葵位置

について報告すろ。

2　試　験　方　法

（1）供試最櫨　タチマサリ

＊Tad－aOSATO，YoshinoriKAl・AIYALIA，YasuobNO，Nobuo TAKAHASm（岩手県立葉菜試験場）


